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1. 【TOPICS】リアルタイム災害情報提供システムのご紹介 

 
 
一般社団法人 
社会基盤情報流通推進協議会 
 
大伴 真吾 
 

一般社団法人社会基盤情報流通推進協議会（以下、AIGID）では、2019年より大規模災害が発生し
た際に、状況把握・救難・復旧・復興に資するリアルタイム災害情報の提供を行っています。本取り
組みをさらに発展させるため、2024 年 7 月からは、発災後最短 24 時間以内に各種民間データを公開
する社会実験を開始しました（ニュースレター第４９号参照）。本稿では、この続報として実施状況
及び機能改善などを紹介します。 

 
１．社会実験稼働実績 

2025年度に実施した社会実験は次の 2回でした。 
 

(1) 令和 7年 8 月 6 日からの低気圧と前線による大雨 
8 月 8 日未明、鹿児島県では線状降水帯が繰り返し発生し、24 時間降水量が 500 ミリを超える記録

的豪雨となりました。これにより土砂災害の危険性が著しく高まり、霧島市に大雨特別警報が発表さ
れました。 
これを受け、8 月 8 日より鹿児島県を対象に社会実験を開始し、協定先の民間企業へデータ提供を

https://front.geospatial.jp/wp-content/uploads/2025/06/NL49.pdf
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依頼するとともに、リアルタイム災害情報提供システム（以下、RTDS）を稼働させ、Web 地図情報
の提供を開始しました。 
その後、九州北部においても 9 日夜から 11 日にかけて同様の現象が発生し、福岡県および熊本県

では 400 ミリを超える大雨となりました。熊本県内の複数市町に特別警報が発表され、災害リスクが
極めて高まったことから、対象範囲を熊本県へ拡大しました。 
提供データとしては、通行実績データおよび人口統計データ（発災日から 6 日分）、航空斜め写真

（3 社・43 枚）を収集・公開しました。なお、本社会実験に参加する研究会メンバーのうち、熊本県
で災害対応に従事された方へのヒアリングでは、特に斜め写真が被害状況の把握に有効であったとの
評価を得ています。 

 

 
図１：令和 7 年 8 月 6 日からの低気圧と前線による大雨時の Web地図情報画面 

 
(2) 令和 7年 12月 8 日青森県東方沖地震 

12月 8日 23 時 15分頃、青森県東方沖を震源とするマグニチュード 7.5の地震が発生し、八戸市で
最大震度 6 強を観測しました。これに伴い、北海道から東北太平洋沿岸に津波警報、宮城県・福島県
など広域に津波注意報が発表されました。また、7 道県 182 市町村を対象に「北海道・三陸沖後発地
震注意情報」が初めて発表され、厳重な警戒が呼びかけられました。 
本事象に対し、12 月 9日より北海道・青森県・岩手県・宮城県を対象として社会実験を開始し、デ

ータ収集・提供および RTDS の運用を実施しました。提供データは、通行実績データおよび人口統計
データ（発災日から 6日分）、航空斜め写真（1社につき 10 枚）です。 
本災害では、人的・住家被害はほとんど確認されず、後発地震注意情報の発令期間中にも顕著な地

震活動は見られませんでした。なお、航空斜め写真の提供については、被害が確認されない状況での
公開に関して検討があったものの、後日、有識者および行政関係者から「被害がないことを確認でき
た点で有意義であった」との評価が寄せられています。 

https://front.geospatial.jp/rtds/
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図２：令和 7 年 12 月 8日青森県東方沖地震時の Web 地図情報画面 

 
なお、RTDS の稼働時、コンテンツの追加時に X 及び Facebook に投稿を行っています。G 空間情

報センターをフォローいただくことで、最新の情報提供状況をご確認いただけます。 
 

２．システム機能の改善 
RTDS の災害時における利便性向上を目的として、以下の機能追加および改善を実施しました。 
 

(1) スライドショー機能 
スライドショー機能は、最新の地図コンテンツを巡回表示する機能で、災害対策本部などのモニタ

ーで常時表示しておくような利用場面を想定して設けた機能です。 
 

 
図３：スライドショー機能 

https://x.com/geospatialjp/status/1998983956654666231
https://www.facebook.com/geospatialjp/posts/pfbid0SZxXjQUN847Bqt6rzCj2XntYuKAKA49zmhAa4TLUUnb2B2KpAm4rq1ndrtrZqmLxl
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(2) レイヤの表示期限終了の可視化 
データ提供会社との契約により、データによっては地図の表示有効期限があります。これまでは、

データの表示有効期限が過ぎると、そのデータのレイヤを削除していたため、データが提供されてい
たことがわかならい仕組みでした。そこで、表示期限が経過したレイヤをグレー表示することで、提
供はしていたが有効期限が過ぎたことを明示するように改善しました。 

 
(3) 自動データ収集・変換処理強化 
災害時にはできるだけ早く情報を伝えることが必要です。そこで、これまでは人手により協定先か

ら提供されたデータを取得、Web 地図表示できるデータ形式への変換作業を行っていましたが、この
作業を自動化しました。これにより、Web地図表示までの処理時間を 30分から 60分以上短縮するこ
とができ、さらには人手による作業がなくなったため、作業者の負担軽減を図ることができました。 

 
３．データの追加予定 

RTDS では、さらなる情報拡充を目的として、以下のデータの追加を予定しています。 
 

(1) IoT 家電情報 
シャープ株式会社のスマート家電から収集した稼働データの提供契約を同社と東京大学空間情報科

学研究センターとの間で結び、AIGID がデータを処理、RTDS の Web 地図コンテンツとして提供す
ることになりました。このデータは、同社のスマート家電の利用数を郵便番号単位で集計したもの
で、平常時と災害時の利用数を比較することで、停電しているかどうかを推定することができます。 

 
(2) DiMAPS 

DiMAPS（https://dimaps.mlit.go.jp/dimaps/index.html）とは、国土交通省が提供する統合災害情
報システムで公開されている震源・震度、インフラ・交通被害などの災害データです。このデータの
特徴は、国土交通省が把握した被災箇所、被災概況を高い頻度で更新されることです。 

 
(3) アメダス 
アメダス（AMeDAS）は気象庁が運営する地域気象観測システムの略称で、全国約 1,300 か所に設

置された無人観測機器で気温や降水量を取得、Web でデータを提供しています。このデータを RTDS
でも取り扱うことにしました。 

 
以上のデータは、いずれも次回の RTDS 稼働時から提供する予定です。 
この他にも災害時に役立つデータを、随時追加していきます。 
 
■本件お問い合わせ先 
民間事業者によるリアルタイム災害情報提供研究会事務局 
Mail：disaster-info@aigid.jp 
 

https://dimaps.mlit.go.jp/dimaps/index.html
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2.上位アクセス状況(集計期間：2026.3.1-4.30） 

登録ユーザー数 126,436 名 
期間アクセス数 533,725 
登録組織数 775 件 
データセット数 17,097 件 
ファイル数 173,034 件 

 
人気のデータセット 
１ 2025年大阪・関西万博会場 3D 都市モデル（Project PLATEAU） 
２ 3D 都市モデル（Project PLATEAU）ポータルサイト 
３ 3D 都市モデル（Project PLATEAU）東京都 23区 
４ 全国の人流オープンデータ（1km メッシュ、市区町村単位発地別） 
５ VIRTUAL SHIZUOKA 静岡県 中・西部 点群データ 
６ 2025年大阪・関西万博会場 3次元点群データ 
７ 令和２年国勢調査町丁・字等別境界データ 
８ 全国森林資源メッシュマップタイル 
９ 基盤地図情報 1m・5mメッシュDEM 標高データ（数値 PNG タイル） 
１０ 国有林 GIS データ（2024（令和６）年度版）（最新版） 

 

3. 最新のお知らせ 

Ｇ空間情報センターの最新のお知らせはコチラ 
 
最終更新順データセット一覧はコチラ 
*リンクを開く際、少しお時間がかかる場合があります。 
 

4. PLATEAU アカデミー2025 年度アーカイブ動画公開中 

現在、PLATEAU アカデミー2025 年度の教材が公開中です。 
 
昨年度参加できなかった方、今後新たに PLATEAU を学んでみたい方にお勧めです。 
ご興味ある方は、ぜひチェックしてみてください☆ 
 
PLATEAU アカデミー2025 教材公開のお知らせ（AIGID） 
 
 
 
 

https://front.geospatial.jp/news/
https://www.geospatial.jp/ckan/dataset
https://aigid.jp/2026/03/3354/
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5.【御礼】ジオ展ご来場ありがとうございました 

去る 4/28(火)、東京大手町で開催された「ジオ展 2026」。 
ちょうど開催 10 年目の節目となったイベントだったようです。 
 
AIGID・G 空間情報センターのブースにもたくさんの方にお立ち寄りいただきました。お越しいた

だきました皆様、誠にありがとうございました。 
 
当日ご案内させていただいたサービスのリーフレットについては、下記ページからも PDF ファイ

ルでダウンロード可能です。 
ぜひご活用ください。 
 
リーフレット類はこちら（AIGID） 
 
 

G 空間情報センターお役立ち情報 

◆ G 空間情報センターＦＡＱはこちら 
法務省登記所備付地図データ関連の情報等、よくあるお問い合わせを掲載しております。 

 
◆ G 空間情報センターの YouTube チャネルをご活用ください☆ 

G 空間情報センターの使い方解説や、最新データセットの公開ご案内等、動画でご案内してお
ります。チャンネル登録いただきますと、新しい動画の公開通知等が取得可能です。ぜひご活用
ください。 

 
◆ G 空間情報センターサイトからのお問い合わせは、該当のデータセット名とURLを併せてご連

絡いただくとスムーズです。 
 
 

ご意見・ご要望について 

G 空間情報センターは、高度な地理空間情報社会の実現と皆さまの事業の発展に寄与・貢献できる
ことを目標としています。 
当センターへのご要望、ご意見、ご助言等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。 
 
最後までお読みいただき、ありがとうございました。 
 
G 空間情報センターのユーザーアカウント登録は、こちら 
G 空間情報センターのご要望、ご意見は、こちら 
 
 

https://aigid.jp/abstract/
https://front.geospatial.jp/faq/
https://www.youtube.com/@aigid-office1587
https://front.geospatial.jp/inquiry/
https://front.geospatial.jp/usermanager/signup
https://front.geospatial.jp/inquiry/
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G 空間情報センター 
一般社団法人 社会基盤情報流通推進協議会(AIGID) 
〒151-0053 東京都渋谷区代々木 1-10-5-203 
Email：info@geospatial.jp 
 
※当ニュースレターの内容、テキスト、画像等の無断転載・無断使用を固く禁じます。 
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